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TOVS鉛直分布算出データの精度＊

青木忠・生・中島
忍＊＊

　1．はじめに

　青木ら（1981）によってすでに報告されているように，

気象衛星センターにおいては，極軌道気象衛星，TIROS－

Nシリーズによる観測放射量から鉛直温度分布等を算

出する業務が，1981年1月からルー一チン化されている．

本短報では・このデ｝タ舛理システムかわ得られる琿々

製品のうち，鉛直温度，鉛直可降水量分布，海面温度等

の精度について報告する．

　TOVS（TIROS　Operational　Vertical　Sounder）処理

によって得られるデータは第1表に示されており，これ

は磁気テープに10日／巻で保存されている．期間は1981

年1月11日からであるが，1982年5月13日からはNO・

AA－7衛星に切り替わった．しかし，同年8月31日まで

はNOAA－6用の係数に、大ざっばなバイアス補正をした

だけのものを使っているので信頼度は悪い．

　又，1日2回3軌道分の海面温度のデータを客観解析

し，1×1。の格子点データに変換したものが磁気テープ

に保存されている．

　なお，1981年8月下旬頃および12月以降は，NOAA－

6のAVHRR．（AdvancedVeryHighResolutionRa・

diomcter）が不調になったため，時々，除き切れない不

良データが含まれている．

　鉛直温度等算出パラメーターをX，雲の影響を取り除

いたいわゆる晴天放射量をRとすると，Xは

　　X＝CR
なる回帰式によって得られる（データ処理システムの

理論的背景については青木ら（1981），Aoki（1982a，

b）を参照）．Cは回帰係数で，1979年7月から1980年

4月までのデータを使って決められた．CはHIRS

第1表 TOVSデータ処理システムから得られる
気象要素．

レ

D

1．TOVS　デー

　タ

2．部分雲量デー

　タ

3．鉛直分布デー

　タ

キャリブレーション済みHIRS，

SSU，MSUのスポットごとの放
　射量

各HIRSスポット中の
　緯経度

部分雲量

AVHRRの最大，最小，平均およ

　　ぴ雲域のみの平均放射量

　AVHRRの晴天放射の初期値

HIRS4スポットに対して

　HIRS，AVHRR、の晴天放射
　1000mb，850mb，700mb，400

　　mb，300mb，250mb，200mb，

　　150mb，100mb，70mb，50mb，

　　30mb，20mb，10mbの温度
　大気の上端から400mb，500mb，

　　700mb，．850mb，1000mbま

　　での可降水量

　海または陸の表面温度

　オゾン全量

　雲量

　雲頂高度（Smith・Platt方式およ

　　びAVHRRの最小放射量によ
　　る方式）

　雲の射出率

D

＊Accuracy　of　the　products　f士om　TOVS　data

　processmg　s》鷹tem・

＊＊’Tadao　Aoki　and　Shinobu　Nakajima，気象衛星

　センター
　一一1982年9月9日受領一
　一1982年10月28日受理一

1982年12月

（High　Resolution　Infヒared　Radiometer　Sounder）の

第5チャソネル等ほぼ大気中層の温度を示すようなチャ

ネルの晴天放射量によって分類された5つのカテゴリー

毎に用意された．

　しかしその後，1981年12月21日からは8カテゴリーに

変更された．ここでは，この日から1982年3月20日ま

で（この頃からNOAA－6号衛星の測器の状態が急速に

悪くなった）のデータと，さらにデータ量を増すため，
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第1図

1234567　－2－1012345
　　　PRECIPI瑚LE〕ATER（IWC門2）

　晴天海域における鉛直温度（上）と可降水

　量分布（下）のカテゴリー別精度．点線，

　鎖線，一点鎖線，実線はそれぞれ第2，4，

　6，8カテゴリーに対するものである．

1981年1，4，7月の分を8カテゴリーで再計算したも

のの計約6ケ月分のデータについてゾンデデータと比較

した．

　海面温度については，1981年1月から4月までの各旬

平均値について，気象庁海洋課が，船による観測等から作

成したいわゆる海況旬報と比較した．なお海面温度の場

合は，係数は5カテゴリーのときの結果のままである．

　2．TOVS算出デー・夕の精度

　2．1．鉛直温度・可降水量分布の精度

　鉛直温度は晴天域（だいたい雲量が93％以下くらいに

相当）と曇天域に分けて係数が決められ，後者では主と

してマイクロ波チャネルが使われる．可降水量は晴天域

の場合にのみ計算される．鉛直温度は1000～10mbの

15の指定気圧面，可降水量は大気上端から，400，500，

700，850，1000mbまでの積算水蒸気量が得られる．

比較の対象となったゾンデ観測地点は日本を中心にし

た沿岸付近にある計17地点である．『また，これらの点を

中心に東西土1度，南北土0．5度の範囲に入った衛星デ

ータで海上のものだけを使った．これらのデータについ

て，その差（衛星一ゾソデ）の平均値（MEAN）と平均

2乗誤差（RMS）を計算した．第1図には晴天域のデー

第2図
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第3図

　　1　　　　2　　　　：3　　　　4　　　　5

　RMs　　DIFFεRεNCE　　Oく⊃

NESSにおける算患鉛直温度分布のRMS
精度．カッコの中はデータ数．Smithθ施乙

（1981）より．

タについて各カテゴリー毎に精度を示した．ここで8つ

のカテゴリーに属するデータの500mbの平均気温は第

1から第8カテゴリーの順に，それぞれ，236・3，238．1，

、天気”29．12．
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旬平均海面温度の比較．（a）本システムによるもの．

GOSSTCOMP．1981年1月中旬．
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第5図　第4図と同じ，ただし1981年2月中旬．

番号順に暖かい大気となっている．第1図にはこのうち

4つのカテゴリーについてのみ示してあり，ほぽ暖かい

大気ほど精度がよくなっているのが分る．

　可降水量についてはこの逆になっているが，これは冷

たい大気では可降水量そのものが少ないためで，相対値

としては冷たいほど悪い．ちなみに第1図の2，4，6，8

カテゴリーの1000mbまでの平均可降水量は，それぞれ

5．4，10．6，27．0，38．9mm／cm2である．

　全カテゴリーのデータを平均したものが第2図であ

る．又，ここには曇天域での全カテゴリー平均精度も示

1982年12月

されている．図中カッコの中には各ケースにおいて使わ

れたおおよそのデータ数が示されている（ただし実際の

データ数は各気圧レベルで異なる）．なお，第1図およ

び第2図においては，NESSの結果との比較のため，各

指定面の温度でなく，2つの指定面にはさまれた層の平

均温度についてその精度が示されている．可降水量につ

いても同様の計算をした．

　第3図はNESSのものである．第2図と比較して

ほぽ同程度の精度であるが，やや第2図の方がよい．な

おNESSと本システムでは処理方式がかなり異なってお

81



1246 TOVS鉛直分布算出データの精度

り，晴天・曇天域の定義も少し異なっている．本システ

ムの晴天域というケースには，NESSにおける‘partly

cloudy’および‘overcast’の一部も含まれているものと

思われる．

　Z2．海面水温

　第4図及び第5図は，本システム（a），海況旬報（b），

NESSのいわゆるGOSSTCOMP（c）によって得ら
れた海面温度の比較である．（a）が（c）に比べ著し

くよく（b）に一致している．この理由としては（a）

では晴天放射計算の精度がよいこと，計11チャネルのデ

ータを使っていることなどが考えられる．（a）と（b）

の平均2乗誤差は0．8。K程度である（詳細はAoki6渉

α乙，1982）．

　2．3．雲頂高度

　第6図は，第7図に見られるような比較的強い寒気の

吹き出しがあった1982年2月7日12Z頃の雲頂高度を示

している．とくに日本海において，大陸からの距離とと

もに雲が発達していく様子がよく出ている．雲の発生時

85
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7・慧55060
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　　　　　　．15㏄二び闘

1982年2月7日1200Z頃のAVHRR最低
輝度から求めた雲頂高度．

第7図　1982年2月7日0600Zの「ひまわり」可視画像．

82 、天気”29．12．
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244．1，252．0，258．1，262．O，264．5，267．3。Kであり，

の雲頂高度と日本付近に近づいたときのそれとでは約

1・5kmくらいの差がある．

　温度と水蒸気量以外は，まだ十分な精度のグランドト

ルースが得られていないことなどもあって，ここではそ

れらの詳しい精度評価ができなかった．データの利用の

問題とともに今後の課題としたい．
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